
ユ
ブ
シ
ウ
ヤ
か
ら
は
あ
や
か
り
名
を
も
ら
い
、
家
譜
に
「
○
○
仁
也
」
と
記
さ
れ
た
。
ユ
ブ
シ
ウ
ヤ
と
の
間
は
、
仮
の
親
子
と
し
て
一
生

の
交
際
が
続
い
た
。
仁
也
か
ら
立
身
し
、
役
人
の
職
に
任
命
さ
れ
る
と
仁
也
を
廃
止
し
て
役
職
名
が
記
録
さ
れ
た
。
あ
や
か
り
の
仁
也
名
は
、

ユ
ブ
シ
ウ
ヤ
の
仁
也
名
や
役
職
名
を
あ
や
か
る
も
の
だ
が
、
仁
也
名
に
は
、
蔵
元
の
役
職
の
名
乗
り
名
、
ま
た
は
在
番
か
ら
も
ら
う
名
前
、

さ
ら
に
身
内
の
中
で
、
す
で
に
在
番
か
ら
も
ら
っ
て
い
た
人
か
ら
の
あ
や
か
り
仁
也
名
な
ど
が
あ
る
。

な
お
蔵
元
廃
止
前
後
に
は
、
親
戚
兄
弟
で
仁
也
名
を
揃
え
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
ま
た
、
十
九
世
紀
中
葉
に
は
、
自
分
の
名
前
や
仁
也

名
を
変
え
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

Ⅶ
　
八
重
山
の
行
政
組
織

『
新
訂
増
補
　
八
重
山
歴
史
』（
一
九
七
五
年
／
国
書
刊
行
会
）
の
中
の
第
三
章
・
政
治
、
第
一
節
・
蔵
元
時
代
を
参

照
し
て
八
重
山
蔵
元
時
代
の
機
構
図
を
作
成
し
た
。
明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
に
お
け
る
蔵
元
の
役
人
数
は
、
有
給
の
在
番
一
人
、
在

番
筆
者
二
人
、
頭
三
人
、
首
里
大
屋
子
五
人
、
与
人
二
十
三
人
、
大
目
差
一
人
、
大
筆
者
一
人
、
脇
目
差
一
人
、
脇
筆
者
一
人
、
目
差
二
十

九
人
、
若
文
子
十
七
人
、
惣
横
目
筆
者
二
人
、
杣
山
筆
者
二
十
八
人
、
耕
作
筆
者
二
十
九
人
、
無
給
の
仮
若
文
子
三
十
人
、
杣
山
仮
筆
者
二

十
六
人
、
耕
作
仮
筆
者
二
十
九
人
、
定
加
勢
十
九
人
の
計
二
百
四
十
七
人
で
あ
る
。

〈
主
な
役
職
名
の
解
説
〉

頭
（
か
し
ら
、
カ
サ
）
｜
琉
球
王
国
時
代
の
八
重
山
の
政
治
に
お
け
る
最
高
責
任
者
で
あ
り
、
職
名
を
大
首
里
大
屋
子
（
お
お
し
ゅ
り
お
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お
や
こ
）
と
言
い
、
一
五
〇
〇
年
、
尚
真
王
が
「
オ
ヤ
ケ
ア
カ
ハ
チ
・
ホ
ン
カ
ワ
ラ
の
乱
」
後
に
置
い
た
。
石
垣
、
大
浜
、
宮
良
の
三
間
切

に
各
一
人
。
目
差
以
上
の
役
人
で
選
挙
さ
れ
、
当
選
者
を
在
番
に
上
申
し
、
さ
ら
に
琉
球
王
国
に
上
申
し
て
そ
れ
を
国
王
が
任
命
し
た
が
、

時
に
よ
っ
て
王
命
に
よ
っ
て
任
命
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
任
期
は
終
身
職
で
あ
り
、
琉
球
王
国
派
遣
の
在
番
の
も
と
に
三
人
の
頭
の
合
議
制

で
行
政
を
つ
か
さ
ど
っ
た
。

首
里
大
屋
子
（
し
ゅ
り
お
お
や
こ
、
シ
ナ
バ
グ
）
｜
間
切
番
所
の
役
人
で
現
今
の
助
役
に
相
当
し
、
番
所
に
お
い
て
頭
の
補
佐
役
で
あ
り
、

首
邑
の
あ
つ
か
い
役
人
と
し
て
、
ま
た
蔵
元
の
主
要
ポ
ス
ト
の
責
任
者
と
し
て
大
き
な
役
割
を
発
揮
し
、
将
来
頭
に
推
挙
さ
れ
る
べ
き
人
。

与
人
（
ゆ
ん
ち
ゅ
、
ユ
ン
チ
ュ
）
｜
蔵
元
で
は
頭
の
下
で
各
座
・
方
（
行
政
の
部
署
）
の
主
任
で
村
（
今
の
字
）
の
政
治
の
最
高
責
任
者
。

目
差
（
め
ざ
し
、
ミ
ザ
シ
ィ
）
｜
蔵
元
に
あ
っ
て
首
里
大
屋
子
、
与
人
を
補
佐
し
、
各
座
・
方
の
役
職
を
兼
任
す
る
者
も
い
た
。
村
番
所

で
は
与
人
の
下
で
所
管
事
務
を
処
理
し
た
。

蔵
筆
者
（
く
ら
ひ
っ
し
ゃ
、
ク
ラ
ピ
シ
ャ
）
｜
蔵
元
の
役
職
の
一
つ
で
あ
り
、
蔵
筆
者
は
在
番
、
頭
の
事
務
担
当
官
と
し
て
順
番
に
琉
球
王

国
に
出
張
し
た
り
、
王
府
へ
の
上
納
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
夫
役
、
雑
務
担
当
者
で
あ
り
、
ま
た
、
在
番
、
頭
が
諸
地
域
に
行
く
と
き
に
同
行
し
た

り
、
各
村
に
い
る
担
当
役
人
と
連
絡
を
と
っ
た
り
す
る
役
で
あ
る
。
脇
筆
者
か
ら
脇
目
差
へ
進
み
、
大
筆
者
、
さ
ら
に
大
目
差
へ
と
昇
進
す
る
。

杣
山
筆
者
（
そ
ま
や
ま
ひ
っ
し
ゃ
、
ス
リ
ヤ
マ
ピ
シ
ャ
）
｜
山
林
の
保
護
育
成
に
当
た
る
役
人
。
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耕
作
筆
者
（
こ
う
さ
く
ひ
っ
し
ゃ
、
コ
ー
サ
ク
ピ
シ
ャ
）
｜
田
畑
耕
作
な
ど
の
指
揮
監
督
に
当
た
る
役
人
。

若
文
子
（
わ
か
て
ぃ
く
ぐ
、
バ
ガ
テ
ィ
フ
ヌ
）
｜
蔵
元
の
下
級
書
記
。
間
切
の
事
務
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
蔵
元
の
雑
事
を
務
め
、
ま
た

学
問
の
修
業
を
し
た
。
仮
若
文
子
の
中
か
ら
優
秀
な
者
が
選
抜
さ
れ
、
御
物
奉
行
よ
り
任
命
さ
れ
た
。
任
期
な
し
の
役
職
で
あ
る
。

八
重
山
在
番
（
や
え
や
ま
ざ
い
ば
ん
）
｜
琉
球
王
国
の
代
行
機
関
で
、
琉
球
王
国
役
人
中
か
ら
任
命
さ
れ
、
八
重
山
蔵
元
の
三
頭
の
相
談

役
と
兼
ね
て
監
督
の
権
限
を
有
し
、
八
重
山
統
治
の
責
任
者
。
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